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第
一
節

警
察
制
度
の
変
遷

明
治
以
前
の
警
察

日
本
列
島
に
お
い
て
集
落
が
成
立
し
た
の
は
、
縄
文
時
代
で
あ
る
と
み
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
弥
生
時
代
の
農
耕
を
主
と
す
る
生
活
様

式
が
生
ま
れ
る
と
、
土
地
に
定
着
し
た
共
同
社
会
が
形
成
さ
れ
る

。

こ
の
時
代
の
警
察
の
組
織
や
制
度
に
つ
い
て
知
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
社
会
を
構
成
す
る
人
び
と
の
生

命
、
身
体
、
財
産
を
守
る
た

め
の
行
動
が
生
じ
て
く
る
。
外
敵
か
ら
集
団
を
守
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
平
時
に
お
け
る
集
落
の
円
滑
な
運
営
の
た
め
の
「
お
き
て
」
の

必
要
性
も
で
て
く
る
し
、
指
導
的
な
人
も
必
要
に
な
っ
て
く
る
。
古
墳
時
代
に
入
る
と
、
支
配
階
級
と
被
支
配
階
級
の
分
化
が
明
ら
か
に

な
り
、
宗
教
的
、
政
治
的
な
支
配
体
系
が
確
立
さ
れ
た
時
代
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
時
代
は
軍
事
も
司
法
警
察
も
は
っ
き
り
と
区
分
け
は

さ
れ
て
い
な
か
っ
た
も
の
と

思
わ
れ
る
。

な
か
の
お
お
え

え
み
し

皇
極
天
皇
四
年
(
六
四
五)

六
月
、
中
大
兄
皇
子
ら
が
蘇
我
蝦
夷
・
入
鹿
父
子
を
ほ
ろ
ぼ
し
て
着
手
し
た
政
治
改
革
、
す
な
わ
ち
「
大

化
の
改
新
」

は
、

多
方
面
に
わ
た
る
改
革
で
あ
っ
た
が
、

な
か
で
も
地
方
制
度
の
改
革
は
重
要
な
施
策
で
あ
っ
た
。
か
く
し
て
、

中
央
集

権
的
な
律
令
国
家
の
基
礎
が
固
め
ら
れ
、
そ
の
構
成
は
「
壬
申
の
乱
」
を
経
て
い
っ
そ
う
高
め
ら
れ
た
。
地
方
で
は
中
央
政
府
が
派
遣
し
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た
国
司
が
政
務
を
掌
握
し
た
。
東
海
の
一
国
と
し
て
甲
斐
国
が
設
け
ら
れ
た
の
は
こ
の
こ
ろ
で
あ
る
。

律
令
体
制
に
お
け
る
中
央
の
機
構
は
、

天
皇
の
下
に
、
二

官
(
神
祇
官
・
太
政

官
) 、

八
省
(
中
務
・

・ 式
部
・
治
部
・
民
部
・
兵
部
・
刑
部
・

大
蔵
・
宮
内
)、

一
台
(
弾
正
台
)
を
置
き
、
そ
れ
ぞ
れ
の
事
項
を
所
掌
し
て
い
た
が
、

こ
の
な
か
で
刑
部
省
が
裁

判、
行
刑
な
ど
の
司
法

警
察
権
を
掌
握
し
て
い
た
。

中
央
機
構
の
な
か
で
、
専
門
的
な
警
察
機
構
と
い
え
る
も
の
は
、
や
や
特
殊
な
が
ら
弾
正
台
と
衛
門
府
が
あ
っ
た
。
弾
正
台
は
風
紀
や

犯
罪
の
取
り
締
ま
り
な
ど
に
当
た
り
、

衛
門
府
は
宮
城
の
護
衛
を
主
と
し
、

犯
罪
者
の
捕
縛
(
ほ
ぼ
く
)
な
ど
に
も
当
た
っ
た
。

当
時
は
軍
事
と
警
察
は
は
っ
き
り
と
分
け
ら
れ
て
お
ら
ず
、
兵
部
省
で
も
平
時
は
警
察
事
務
に
し
た
が
い
、
有
事
の
さ
い
は
兵
士
を
指

揮
す
る
と
い
う
任
務
に
し
た
が
っ
て
い
た
。

そ
の
後
、
弘
仁
年
間
(
八
一
〇
～
八
二
三
)
に
検
非
違
使
が
設
け
ら
れ
、
主
と
し
て
京
都
の
治
安
維
持
に
当
た
っ
て
い
た
が
、
の
ち
に
は

訴
訟
、
裁
判
を
も
行
い
、

弾
正
台
、
刑
部
省
の
権
能
を
吸
収
し
た
。
検
非
違
使
は
や
が
て
地
方
に
も
置
か
れ
、
十
二
世
紀
末
ま
で
そ
の
権

能
を
は
た
し
た
の
で
あ
る
。

地
方
に
あ
っ
て
は
、

司
法
・
行
政
・
軍
事
と
あ
ら
ゆ
る
分
野
を
つ
か
さ
ど
っ
て
い
た
国
司
が
、
治
安
維
持
を
重
要
な
職
務
の
一
つ
と
し

て
い
た
。
国
司
の
下
に
は
、

国
司
に
よ
っ
て
そ
の
土
地
の
人
の
中
か
か
ら
選
ば
れ
た
郡
司
が
お
り
、

そ
の
下
に
里
長
が
い
た
。

郡
司
と

い

う
の
は
、
国
の
下
部
単
位
で
あ
る
郡
の
役
人
の
こ
と
で
あ
り
、
里
は
郡
の
下
の
行
政
単
位
で
、
五
十
戸
か
ら
な
っ
て
い
た
。
さ
ら
に
そ
の

下
に
五
戸
を
あ
つ
め
た
保
を
つ
く
っ
て
保
長
を
お
き
、
保
内
の
租
税
や
治
安
の
責
任
を
負
わ
せ
て
い
た
。

律
令
国
家
の
基
礎
で
あ
っ
た
班
田
制
が
く
ず
れ
る
と
、
土
地
制
度
は
、
国
家
権
力
の
及
ば
な
い
荘
園
制
度
へ
と
変
わ
り
、
し
だ
い
に
公

領
を
侵
蝕
し
て
い
っ
た
。
甲
斐
国
に
も
各
地
に
荘
園
が
た
て
ら
れ
た
。
ち
な
み
に
、
甲
斐
国
の
荘
園
と
し
て
名
前
が
出
て
く
る
の
は
、
冷

泉
天
皇
の
安
和
二
年
(
九
六
九
)
の
市
河
荘
が
最
初
で
あ
る
。
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荘
園
の
発
達
は
武
士
の
勃
興
を
う
な
が
し
た
が
、
文
治
元
年
(
一
一
八
五
)
源
頼
朝
に
義
経
追
捕
の
命
令
が
く
だ
さ
れ
る
と
と
も
に
、

各
地
に
正
式
に
守
護
地
頭
が
お
か
れ
た
。
守
護
の
任
務
は
、
そ
の
背
景
に
義
経
探
索
が
あ
っ
た
が
、
守
護
が
地
頭
を
動
員
し
て
軍
事
・
警

察
権
を
発
動
し
、
治
安
維
持
に
あ
た
る
こ
と
に
あ
っ
た
。

鎌
倉
幕
府
は
、

承
久
の
乱
(
一
二
二

一)
後
京
都
に
六
波
羅
探
題
を
新
設
し
、

西
国
(
尾
張
以

西)
の
裁
判
・
軍
事
・
警
察
権
を
管
轄
し

た
。
室
町
幕
府
で
も
お
お
む
ね
鎌
倉
幕
府
の
制
度
に
な
ら
っ
た
が
、
令
制
の
警
察
機
能
は
最
終
的
に
軍
事
機
関
で
あ
る
待
所
に
吸
収
さ

れ
、
地
方
で
は
守
護
職
が
、
名
実
と
も
に
一
国
の
軍
事
・
警
察
権
を
握
る
こ
と
に
な
っ
た
。
甲
斐
国
の
守
護
職
に
は
武
田
氏
が
任
じ
ら
れ

て
い
た
。

応
仁
の
乱
(
一
四
六
七

七
七
)
以
後
約
一
世
紀
の
あ
い
だ
、
日
本
国
内
は
い
わ
ゆ
る
戦
国
時
代
が

続
い
た
。

戦
国
大
名
は
、
そ
れ
ぞ
れ
家
法
を
定
め
て
、
領
国
支
配
の
基
本
と
し
て
い
た
が
、
武
田
信
玄
も
一
般
に
甲
州
法
度
と
も
呼
ば
れ
る
「
甲

州
法
度
之
次
第
」
を
制
定
し
た
。
そ
の
内
容
は
、
行
政
・
司
法
・
軍
事
の
各
方
面
に
わ
た
っ
て
お
り
、
当
時
の
警
察
的
取
り
締
ま
り
の
内

容
を
も
つ
条
文
も
含
ま
れ
て
い
る
。

信
玄
は
、
武
田
氏
直
属
の
家
臣
団
、
直
属
の
有
力
な
家
臣
を
寄
親
と
し
、
そ
の
も
と
に
寄
子
・
同
心
と
い
う
形
で
編
成
し
た
同
心
衆
・

武
川
衆
・
津
金
衆
・
九
一
色
衆
・
西
海
衆
な
ど
の
よ
う
に
、
地
域
別
に
編
成
し
た
武
士
団
な
ど
、
強
力
な
家
臣
団
を
編
成
し
、
軍
事
民
政

の
統
率
に
つ
と
め
た
。

慶
長
八
年
(
一
六
〇
三
)
徳
川
家
康
が
江
戸
に
幕
府
を
開
き
、
徳
川
三
百
年
の
強
力
な
権
力
政
治
機
構が

確
立
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、

次
に
そ
の
職
制
に
つ
い
て
略
述
し
て
み
よ
う
。

中
央
の
警
察
機
構

徳
川
幕
府
の
職
制
に
は
、

中
央
の
機
構
と
し
て
、
大
老
・
老
中
・
側
用
人
・
若
年
寄
・
大
目
付
・
目
付
・
三
奉
行
(
寺
社
・
町
・
勘
定)
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が
あ
り
、
行
政
権
と
司
法
権
と
を
も
っ
て
い
た
。
そ
れ
は
、
司
法
・
立
法
・
行
政
の
三
権
分
立
の
な
い
封
建
政
治
の
特
色
と
い
え
る
も

の
で
あ
っ
た
。
こ
の
な
か
で
、
警
察
権
の
執
行
機
関
と
し
て
は
、
大
目
付
・
目
付
・
町
奉
行
・
与
力
・
同
心
・
火
付
盗
賊
改
・
定
火
消

役
・
大
番
な
ど
が
あ
っ
た
。
そ
の
内
容
を
略
記
す
る
と
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
(
角
川
版

『
日
本
史
辞
典
』
)

4 -
大
目
付
̶
大
名
目
付
と
も
い
う
。
大
名
・
交
替
寄
合
、
高
家
の
監
察
な
ど
い
っ
さ
い
の
幕
政
を
監
察
す
る
こ
と
を
主
要
な
任
務
と
す
る
。
寛
永

九
年
(
一
六
三
二
)
総
目
付
と
し
て
設
置
。
定
員
四 ‒̶

五
名

1 )
目
付
‒̶
若
年
寄
の
耳
目
と
し
て
旗
本
、
御
家
人
の
監
察
に
当
た
っ
た
。
元
和
三
年
(
一
六
一
七
)
一
〇
名
を
は
じ
め
て
置
い
た
。
寛
永
十
六
年

(
一
六
三

九
)
に
月
番
制
を
定
め
、

職
制
が
と
と
の
え
ら
れ
た
。

各
藩
に
も
同
様
の
制
度
が
あ
っ
た
。

台)
町
奉
行
ー
江
戸
の
町
奉
行
は
老
中
の
支
配
に
属
し
、
配
下
の
本
所
奉
行
・
本
所
道
役
・
小
伝
馬
町
牢
屋
・
寄
場
奉
役
・
町
年
寄
を
指
揮
し
、
そ

の
職
掌
は
江
戸
府
内
の
行
政
・
司
法
・
警
察
の
い
っ
さ
い
に
及
ん
だ
。
定
員
は
二
名
で

南
、
北
町
両
奉
行
所
に
わ
か
れ
、
月
番
で
交
代
に
執
務
し

た
。
原
則
と
し
て
旗
本
の
任
で
、
そ
の
下
に
与
力
、

同
心
が
い
る
。

四)
寄
力
‒
町
奉
行
の
家
臣
で
あ
る
内
与
力
と
一
般
の
与
力
の
二
種
類
あ
り
、
前
者
は
三
名
、
後
者
は
二
〇
一
八
〇
名
ぐ
ら
い
で
、
同
心
と
と
も
に

町
奉
行
を
た
す
け
、
江
戸
市
中
を
騎
馬
で
巡
回
し
、
犯
罪
の
捜
査
、
犯
人
の
逮
捕
に
あ
た
っ
た
。

回
同
心
ー
町
奉
行
の
補
助
と
し
て
与
力
の
下
に
あ
り
、
徒
歩
で
市
中
を
巡
回
し
、
犯
罪
の
捜
査
、
犯
人
の
逮
捕
に
あ
た
っ
た
。
南
・
北
町
奉
行
所

に
各
一
〇
〇
人
、
幕
末
に
は
二

八
〇
人
に
増
加
し
た
。

K)
火
付
盗
賊
改
‒―
江
戸
と
そ
の
近
辺
の
放
火
、
盗
賊
、
博
徒
の
逮
捕
に
あ
た
っ
た
。
臨
時
の
役
職
で
あ
り
、
本
役
に
加
え
て
課
せ
ら
れ
た
仕
事
で

あ
る
た
め
、
加
役
と
俗
に
い
わ
れ
て
い
た
。

( 4 )
定
火
消
‒̶
若
年
寄
の
下
に
属
し
、
江
戸
市
中
の
火
災
消
防
・
非
常
警
備
な
ど
に
あ
た
っ
た
。
万
治
元
年
(
一
六
五
八
)
に
は
じ
め
て
四
組
を
お

い
た
。
元
禄
八
年
(
一
六
九
五
)
一
五
組
に
増
加
し
た
が
以
後
漸
減
。
組
ご
と
に
定
火
消
役
一
人
を
お
き
、
そ
の
下
に
与
力
六
騎
、
同
心
三
〇
人

を
付
属
さ
せ
た
。

四
大
番
―
江
戸
城
お
よ
び
江
戸
市
中
の
警
備
に
あ
た
り
、
事
あ
れ
ば
戦
陣
に
臨
む
。
天
正
年
間
(
一
五
七
三
一
九
一
)
に
は
す
で
に
設
置
さ
れ
、

寛
永
(
一
六
二
四
‒―
四
三
)
以
後
一
二
組
が
定
数
と
な
っ
た
。
各
組
に
大
番

一、
組
頭
四
、
組
衆
五
〇
名
を
お
い

た
。

め
あ
か
し

こ
れ
ら
の
ほ
か
、
同
心
が
私
費
で
や
と
っ
た

「
目
明
・
岡
っ
引
」
な
ど
も
犯
人
の
捜
査
、
逮
捕
に
あ
た
っ
た
。
ま
た
町
内
に
は
町
費
で
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ま
か
な
う
「
自
身
番
・
木
戸
番
」
な
ど
を
お
い
て
町
内
の
警
備
に
あ
た
っ
た
。

地
方
の
警
察
機
構

地
方
の
警
察
機

構
と
し
て

は
、

京
都
所
司
代
・
城
代
・
奉
行
・
郡
代
・
代
官
な
ど
の
職
制
が
お
か
れ
た
。
以
下
甲
斐
国
と
関
係
あ
る
も

の
に
つ
い
て
略
述
す
る
。

享
保
九
年
(
一
七
二
四
)
藩
主
の
柳
沢
吉
里
(
吉
保
の
子
)
が
大
和
郡
山
に
移
封
さ
れ
る
と
、
甲
斐
国
一
円
は
幕
府
の
直
轄
領
と
な
り
、

甲
府
勤
番
と
三

部
代
官
の
支
配
下
に
お
か
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

甲
府
勤
番
支
配
は
幕
府
老
中
の

直
接 按
指
揮�
下
に
あ
り
、
大
手
と
山
の
手
の
二

組
が
お
か
れ
、
二

人
の
勤
番
支
配
が
月
番
で
執
務
し
、
そ

の
下
に
そ
れ
ぞ
れ
組
頭
二

名、
勤
番
士
百

名、
与
力
十

騎、
同
心
五
十
名
が
属
し
て
い
た
。
か
れ
ら
は
、

幕
府
直
属
の
兵
力
と
し
て
甲
府

城
の
守
護
に
あ
た
る
と
と
も
に
、

甲
府
城
下
の
警
護
に
あ
た
っ
た
の
で
あ
る
。

町
方
役
所
と
し
て
は
、

甲
府
城
の
南
北
に

あ
っ
た

大
手
、

山
の
手
両
役
宅
に
お
か
れ
、
月
番
で
聴

訴、
断
獄
、
駅
伝
な
ど
の
民
政
を
つ
か
さ
ど
っ
た
。

一
方
一
般
の
村
方
に
つ
い
て
は
、
同
じ
年
に
、
村
方
の
民
政
を
つ
か
さ
ど
る
職
制
と
し
て
、
江
戸
の
勘
定
奉
行
の
支
配
下
に
あ
る
三
部

代
官
が
設
け
ら
れ
た
。
代
官
陣
屋
は
、
甲
府
・
上
飯
田
・
石
和
に
そ
れ
ぞ
れ
建
て
ら
れ
た
が
、
そ
の
後
上
飯
田
の
陣
屋
が
廃
止
に
な
り
、

こ
れ
に
代
わ
っ
て
市
川
大
門
に
建
て
ら
れ
た
。
ま
た
、
都
留
郡
谷
村
に
は
、
石
和
代
官
所
の
出
張
陣
屋
が
設
け
ら
れ
た
。
各
代
官
所
轄
の

石
高
お
よ
び
人
員
配
置
は
次
の
と
お
り
で
あ
っ
た
。
(
上
野
晴
朗
『
甲
州
風
土

記
』
)

甲
府
代
官
所
管
轄

八
四
、

八
二

九
石

一
六
四
村

外
領
地

三
二
、
〇

九
四
石

六
七
村

石
和
代
官
所
管
轄

六
四
、
二
二

一八
石

一
〇
五
村

外
領
地

一
四
、
一
二
五
石

二
二
村

市
川
代
官
所
管
轄

七
四
、
八
七
六
石

二
四
七
村

外
領
地

四
、
八
二
二
石

九
村

甲
府
代
官
所
詰
一
三
人

江
戸
詰
一
二
人

計
二
五
人

石
和
代
官
所
詰
一
二
人

谷
村
詰
六
人

江
戸
詰
八
人

計
二
六
人



市
川
代
官
所
詰
一
二
人

江
戸
詰
九
人

計
二
一
人

代
官
の
主
な
職
務
は
、
年
貢
徴
収
や
司
法
検
察
に
あ
り
、

そ
の
輩
下
に
手
付
、
手
代
が
配
属
さ
れ
て
い
た
。
村
役
人
と
し
て

は
、

名
じ
が
た

主
(
庄
屋
)
、

長
百
姓
(
組
長
・
年
寄

)、
百
姓
代
が
お
り
、
こ
れ
を
村
方
(
地
形
)
三
役
と
い
っ
た
。

名
主
は
い
わ
ば
村
の
首
長
で
あ
り
、
下
部
行
政
機
構
と
し
て
の
役
割
の
ほ
か
に
、
村
民
の
生
活
に
つ
い
て
ま
で
管
理
監
督
す
る
よ
う
な

権
力
を
も
っ
て
い
た
。
公
的
に
は
村
を
統
轄
し
て
上
か
ら
の
命
令
を
伝
え
、
年
貢
そ
の
他
の
義
務
を
遂
行
し
、
村
を
治
め
、
村
の
秩
序
を

維
持
す
る
こ
と
に
そ
の
任
が
あ
っ
た
。
長
百
姓
は
名
主
の
補
佐
役
で
あ
り
、
百
姓
代
は
名
主
、

長
百
姓
の
村
の
運
営
を
監
視
す
る
農
民
の

代
弁
者
で
も
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
村
役
人
の
任
務
の
一
つ
に
村
内
の
治
安
維
持
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

五
人
組

民
間
組
織
の
最
小
単
位
と
し
て
五
人
組
制
度
が
あ
っ
た
。
こ
の
組
織
は
、
古
代
の
五
保
の
制
に
そ
の
原
型
が
認
め
ら
れ
、
戦
国
時
代
に

も
み
ら
れ
た
が
、
民
間
の
組
織
と
し
て
体
系
化
さ
れ
た
の
は
江
戸
時
代
で
あ
る
。
こ
の
組
織
は
、

村
方
で
は
惣
百

姓、
町
方
で
は
地
主
・

家
主
の
五
戸
一
組
を
原
則
と
し
て
い
た
。

組
の
機
能
は
、

組
内
の
相
互
監
察
に
よ
っ
て
、

犯
罪
の
取
り
締
ま
り
、

犯
罪
の
防
止
、

告
発
な

ど
を
す
る
こ
と
に
あ
り
、
こ
れ
に
対
す
る
連
帯
責
任
の
負
担
、
貢
納
の
確
保
、
上
か
ら
の
意
思
伝
達
の
徹
底
、
成
員
の
相
互
扶
助
的
な
機

能
に
重
点
が
お
か
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

相
互
扶

助
、
伝
達
な
ど
の
面
か
ら
み
た
五
人
組
制
度
の
機
能
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
中
の
隣
保
組
、
さ
ら
に
は
こ
ん
に
ち
の
区
会
、
自

治
会
な
ど
の
名
で
呼
ば
れ
て
い
る
地
域
居
住
集
団
を
構
成
す
る
最
小
単
位
の
居
住
集
団
に
、

そ
の
流
れ
を
み
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

強
壮
人

天
保
四
年
(
一
八
三
六
)
に
郡
内
領
の
農
民
の
蜂
起
に
は
じ
ま
り
、
甲
斐
国
一
円
を
騒
乱
に
巻
き
こ
ん
だ
打
ち
こ
わ
し
、
い
わ
ゆ
る
郡

内
騒
動
が
起
き
て
か
ら
、
甲
州
の
治
安
は
乱
れ
、
幕
末
に
な
る
と
い
っ
そ
う
ひ
ど
く
な
っ
て
い
た
。
無
宿
者
の
構
行
、
博
徒
の
争
い
な
ど
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が
激
化
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

文
久
三
年
(
一
八
六
三
)
代
官
所
の
命
令
に
も
と
づ
い
て
、

支
配
下
の
村
々
は
自
警
団
を
組
織
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
村
々
百
姓
の
う

ち
十
五
歳
か
ら
六
十
歳
ま
で
の
強
壮
者
お
よ
び
鉄
砲
所
持
者
を
調
べ
て
申
し
出
る
こ
と
が
命
ぜ
ら
れ
た
。
こ
れ
は
、

無
宿
無
頼
の
悪
徒
の

所
業
に
対
処
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
他
の
事
変
発
生
に
対
す
る
非
常
取
り
締
ま
り
を
ね
ら
い
と
し
た
も
の
で
、
農
兵
の
取
り
立
て
の
よ
う

な
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
一
面
で
幕
府
の
権
力
が
低
下
し
て
き
て
い
る
こ
と
を
暗
示
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

文
久
三
年
九
月
鳴
沢
村
名
主
か
ら
、
谷
村
役
所
に
対
し
て
「
強
壮
人
名
前
書
上
帳
」
が
提
出
さ
れ
て
い
る
。

文
久
三
亥
年
九
月

強
壮
人
名
前
書
上
帳

53

都
留
郡

成
沢
村

.

甲
州
都
留
郡

平
次
郎

鳴
沢
村

鉄
砲
壱
挺
所
持

源
次
右
衛
門

年
寄

房
蔵

源
五
右
衛
門
代

甚
之
丞

鉄
砲
壱
挺
所
持

三
左
衛
門

同
伝
次
右
衛
門

甚
左
衛
門

×
三

人
鉄
砲
壱
挺
所
持

八
左
衛
門

小
前

荻
右
衛
門

栄
左
衛
門

武
兵
衛

儀
右
衛
門
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丈
右
衛
門

取
調
奉
差
上
候
以
上

鉄
砲 泡
壱

挺
所
持

伝
右
衛
門

文
久
三

亥
年
九
月

弾
兵
衛

鉄
砲
壱
挺
所
持

名
主

冨
右
衛
門

×
拾
弐
人

組
頭

源
右
衛
門

右
ハ
今
般
被
為
奉
攘
夷
ノ
御
事
候
二 ニ
付
テ
ハ
、
村
々
悪
徒
無
類
ノ
者
横

百
姓
代

善
之
丞

行
可
致
モ
難
斗
段
被
為
御
賢
虞

村
々
強
壮
ノ
者
相
撰
名
前
書
差
上
置

増
田
安
兵
衛
様

臨
乱
御
手
配
可
有
御
差
図
御
座
段
被
仰
渡
奉
畏
奉
候

依
之
名
前
書

谷
村
御
役
所

強
壮
な
者
の
氏
名
と
鉄
砲
所
有
者
の
報
告
を
し
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
こ
れ
と
時
を
同
じ
く
し
て
、

船
津
・
小
立
・
勝
山
・
大
嵐
・
成

沢
・
長
浜
・
川
口
・
上
浅
川
・
大
石
の
九
カ
村
の
名
主
ら
の
連
名
で
、
非
常
の
際
の
取
り
締
ま
り
や
警
備
の
方
法
を
書
き
記
し
た
「
非
常

取
締
主
法
申
上
候
書
付
」
を
、
谷
村
役
所
へ
提
出
し
て
い
る
。
こ
れ
も
代
官
所
か
ら
の
指
示
に
従
っ
て
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
し

て
、

「
当
国
の
儀
は
、

前
々
よ
り
悪
党
共
多
く
紛
れ
入
り
、

良
民
の
害
に
及
び
、

百
姓
共
の
中
に
も
犯

暴
の
者
す
く
な
か
ら
ず
、

長
脇
差

等
を
帯
び
御
法
制
を
相
背
く
者
間
々
之
有
候
国
柄
に
付
き
」
非
常
の
場
合
は
い
っ
そ
う
の
取
り
締
ま
り
が
な
け
れ
ば
、
ど
う
な
る
か
分
か

ら
な
い
の
で
、
村
人
の
心
得
て
お
く
べ
き
事
を
決
め
た
と
し
て
い
る
。

そ
の
主
な
内
容
は
、

一
教
ヵ
村
を
組
み
合
わ
せ
て
一
隊
と
し
、
人
望
あ
る
者
を
二
、
三
人
非
常
取
締
世
話
役
と
し
て
選
ん
で
お
く
。
一
隊
を
四
な
い
し
五

組
に
分
け
、
才
覚
の
あ
る
者
二
、
三
人
に
世
話
役
を
さ
せ
、
ま
た
一
カ
村
ご
と
に
非
常
取
締
世
話
役
を
一
人
ず
つ
選
ぶ
。
こ
れ
ら
の
者

は
、

役
所
か
ら

達
し
が
あ
り
次
第
出
向
い
て
、

代
官
所
の
手
付
、
手
代
の
指
図
を
受
け
る
こ
と
。

一
こ
れ
ら
の
三
役
は
、
非
常
の
際
帯
刀
を
ゆ
る
さ
れ
、
十
手
、
提
灯
等
を
渡
し
て
お
く
こ
と
。

ぼ
ん
ぎ

一
村
ご
と
の
取
締
役
方
に
は
、
板
木
や
太
鼓
を
吊
っ
て
お
き
、
打
ち
鳴
ら
さ
れ
た
ら
役
に
つ
い
て
い
る
者
は
、
非
常
の
場
合
と
心
得
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て
、

役
宅
へ
走
り
指
図
を
受
け
る
こ
と
。

お
ど
し
づ
つ

一
強
壮
人
の
う
ち
猟
師
や
威
筒
を
持
っ
て
い
る
者
を
各
組
に
ふ
り
分
け
、

そ
の
他
の
者
は
竹
槍
な
ど
を
用
意
し
て
お
く
こ
と
。
非
常

の
際
に
鉄
砲
、
竹
槍
を
持
つ
者
が
帰
ら
ず
他
出
し
て
し
ま
っ
て
は
、
自
分
の
村
が
か
ら
っ
ぽ
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
、
自
村
を
守
る
者

、

他
所
へ
出
向
く
者
を
手
配
し
て
お
く
こ
と
。

悪
党
共
は
な
る
べ
く
傷
つ
け
ず
に
召
し
捕
る
の
は
も
ち
ろ
ん
で
あ
る
が
、
手
に
余
れ
ば
、
鉄
砲
で
打
ち
、
竹
槍
で
突
き
と
め
て
も
よ
い

こ
と

。

一
支
配
所
内
で
神

主、
修
験
者
ら
の
う
ち
武
術
の
心
得
が
あ
る
者
の
名
前
を
申
し
立
て
お
い
て
、

応
援
さ
せ
る
。
こ
の
者
た
ち
は
百

姓
と
は
別
の
隊
に
し
、
手
付
、

手
代
の
指
揮
を
受
け
て
勤
め
る
よ
う
に
す
る
こ
と
。

無
宿
無
頼
の
者
は
、

平
常
は
間
道
か
ら
入
り
込
み
、

ま
た
姿
を
変
え
て
口
留
番
所
等
を
出
入
す
る
と
聞
い
て
い
る
が
、
非
常
の
虚

に
乗
じ
て
武
器
を
も
っ
て
多
人
数
で
押
し
通
る
こ
と
も
あ
る
か
も
知
れ
な
い
。
そ
こ
で
村
番
の
場
所
は
も
ち
ろ
ん
、
一
両
人
ぐ
ら
い
の
口

留
番
所
で
喰
い
止
め
る
こ
と
が
困
難
に
な
っ
た
節
は
、

番
人
が
村
内
の
非
常
取
締
役
や
最
寄
り
の
世
話
役
へ
知
ら
せ
て
人
数
を
集
め
、

御

威
光
に
か
か
わ
ら
な
い
よ
う
に
す
る
。
こ
の
始
末
は
時
を
移
さ
ず
、
番
人
や
取
締
三
役
か
ら
注
進
す
べ
き
こ
と
。

一
取
り
締
ま
り
に
つ
い
て
の
心
得
が
ま
ち
ま
ち
で
あ
っ
て
は
、
乱
に
臨
ん
で
合
図
が
く
い
ち
が
い
、
不
覚
を
と
っ
て
は
い
け
な
い
の

で
、

他
国
他
郡
へ
も
か
ね
て
打
ち
合
わ
せ
て
お
い
た
事
を
知
ら
せ
て
あ
る
。
肝
要
の
こ
と
は
、

時
々
三
役
が
会
合
し
て
申
し
合
わ
せ
、
そ

の
次
第
は
役
所
へ
申
し
立
て
て
お
く
よ
う
に
す
べ
き
こ
と
。

一
鉄
砲
玉
、
火
薬
は
あ
ら
か
じ
め
用
意
し
て
お
か
な
い
と
、

急
変
の
節
、

間
に
合
い
兼
ね
る
の
で
、

鉄
砲
の
挺
数
相
当
に
備
え
、
竹

槍
も
人
数
に
応
じ
て
作
っ
て
お
く
。
こ
れ
は
め
い
め
い
に
渡
さ
ず
、
村
の
取
締
役
へ
預
け
て
お
き
、
非
常
の
節
そ
れ
ぞ
れ
へ
渡
す
よ
う
取

り
は
か
る
べ
き
こ
と
。
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1
ま
ん
い
ち
悪
党
共
が
大
勢
で
徒
党
を
組
み
、
鉄
砲
な
ど
を
も
っ
て
陣
屋
へ
押
し
入
っ
て
来
た
時
は
、
指
図
次
第
三
役
が
人
夫
を
召

し
連
れ
て
か
け
つ
け
、
防
ぐ
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
御
用
文
書
、
御
用
金
の
類
を
ま
と
め
、
甲
府
城
内
へ
持
ち
運
ぶ
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
指
図
を

受
け
て
取
り
計
ら
う
べ
き
こ
と
。

こ
の
ほ
か
、
口
留
番
所
で
あ
や
し
い
荷
物
は
徹
底
的
に
調
べ
る
こ
と
、
風
体
あ
や
し
い
者
、
旅
の
者
な
ど
は
出
所
名
前
を
た
だ
す
こ

と
、

人
家
か
ら

離
れ
た

堂
社
、

山
奥
、

谷
間
ま
で
も

時
々
巡
回
す
る
こ
と

な
ど
が
申
し

合
わ
せ
事

項
と
し
て
記
録
さ
れ
て
い
る
。

鳴
沢
村
か
ら
こ
の
書
き
付
け
に
署
名
し
て
い
る
の
は
、
取
締
役
と
し
て
、
名
主
富
右
衛
門
、
組
頭
源
右
衛
門
、
百
姓
代
節
之
丞
の
三

名
、
世
話
役
と
し
て
、
年
寄
の
房
蔵
、
同
甚
之
丞
、
同
伝
次
右
衛
門
の
三
名
の
合
計
六
名
で
あ
っ
た
。

明
治
時
代
か
ら
第
二
次
世
界
大
戦
ま
で
の
警
察

明
治
元
年
(
一
八
六
八)

正
月
、
総
裁
「
万
機
ヲ
総
裁
シ
一
切
ノ
事
務
ヲ
決
シ
」
議
定
「
事
務
ヲ
分
督
シ
議
事
ヲ
決
定
シ

」、
参
与
「
事

務
ヲ
参
与
シ
各
課
ヲ分

務
」
す
る
三
職
を
置
い
た
太
政
官
の
職
制
を
定
め
て
新
政
府
が
発
足
し
た
。
太
政
官
は
立
法
を
つ
か
さ
ど
る
議
政

じ
ん
ぎ

官
、
行
法

(
行
政
)
を
つ
か
さ
ど
る
行
政
・
神
祇
・
会
計
・
軍
務
・
外
国
の
五
官
、
司
法
を
つ
か
さ
ど
る
刑
法
官
と
に
分
け
ら
れ
て
い

た
。明
治
四
年
廃
藩
置
県
が
行
わ
れ
て
、
太
政
官
の
職
制
改
革
も
実
施
さ
れ
、

太
政
官
制
度
の
確
立
を
み
る
に
い
た
っ
た
。
太
政
官
制
度
の

も
と
に
お
け
る
警
察
機
構
と
し
て
は
、
明
治
元
年
に
定
め
ら
れ
た
職
制
の
な
か
で
、
刑
法
事
務
総
督
の
職
制
に
「
監
察
・
弾 糺

・
捕
亡
・
断

獄
・
諸
刑
律
ノ
事
ラ
督
ス
」
と
あ
り
、
刑
法
官

は、
裁

判、
検
察
・
警
察
・
監
獄
の
事
務
を
つ
か
さ
ど
る
こ
と
が
定
め
ら
れ
た
。
明
治
二

年
の
職
員
令
で
、
刑
法
官
は
、
刑
部
省
と
改
め
ら
れ
、
同
省
に
逮
部
職
を
お
い
て
警
察
事
務
に
あ
た
ら
せ
た
。
同
時
に
各
省
の
卿
(
後
の
各
省

の
大
臣
)
と

同
列
で
、
太
政
官
に
直
属
す
る
「
尹
」
を
お
き
、
宮
中
・
府
中
を
は
じ
め
、
各
府
・
藩
・
県
に
お
け
る
取
り
締
ま
り
事
務
を

行
わ
せ
た
。
こ
の
ほ
か
兵
部
省
に
お
い
て
も
、
国
内
一
般
の
治
安
維
持
に
あ
た
っ
て
い
た
。
ま
た
、
旧
幕
臣
を
取
り
締
ま
る
た
め
弾
正
台
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も
置
か
れ
て
い
た
が
、
明
治
四
年
七
月
、

刑
部
省
お
よ
び
弾
正
台
が
廃
止
さ
れ
て
司
法
省
が
置
か
れ
、

各
種
の
系
統
に
よ
り
行
わ
れ
て
い

た
警
察
事
務
は
、
す
べ
て
司
法
省
に
統
一
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

地
方
警
察
の
統
制

明
治
初
年
の
警
察
制
度
は
、

地
方
に
よ
っ
て
必
ず
し
も
一
様
で
は
な
か
っ
た
が
、

し
だ
い
に
全
国
を
統
一
す
る
施
策
が
と
ら
れ
て
い
っ

た
。
施
策
の
第
一
は
、

明
治
四
年
(
一
八
七
一
)
十
一
月
「
県
治
条
例
」
が
発
布
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
条
例
は
①
県
条
例
中
の
「
県

治
事
務
章
程
」
に
よ
っ
て
、
地
方
官
が
警
ら
規
則
を
定
め
る
こ
と
②

街
村
落
の
警
備
や
犯
罪
者
逮
捕
の
こ
と
を
つ
か
さ
ど
る
こ
と
③

の
実
施
に
当
た
っ
て
警
ら
規
則
を
定
め
、
あ
る
い
は
変
更
す
る
と
き
は
、
主
務
省
に
伺
っ
て
許
可
を
得
る
こ
と
④

の
他
に
つ
い
て
も
事

後
に
そ
の

趣
旨

を
主
務
省
に

報
告
す
る
こ
と
、
な
ど
を
定
め
て
い
る
。

施
策
の
第
二
は
、
翌
明
治
五
年
八
月
司
法
省
に
「
警
保
寮
」
を
設
置
し
た
こ
と
で
あ
る
。
同
年
十
月
太
政
官
達
を
も
っ
て
、
警
保
寮
職

制
と

同
章
程
が
定
め
ら
れ
た
。
同
章
程
第
二

条
に
「
警
保
寮
ヲ
置
ク
ノ
趣
意
ハ
国
中
ラ
安
静
ナ
ラ
シ
メ
人
民
ノ
健
康
ラ
保
護
ス
ル
為
ニ
シ

テ
安
静
健
康
ヲ
妨
グ
ル
者
フ
予
防
ス
ル
ニ
ア
ル
」
と
あ
る
。

職
制
と
し
て
は
、

頭
・
助
・
属
・
警
視
・
警
部
・
巡
査
の
職
を
お
き
、

頭
は

「
本
省
卿
輔
ノ
指
揮
ヲ
受
ケ
全
国
警
察
ノ
事
フ
総
督
」
し
、
警
視
は
「
各
府
県
ニ
派
遣
シ
管
下
警
察
/
事
ヲ
監
督
」

し
、

警
部
は
「
各
府

及
大
区
二
於
テ
大
少
警
視
ノ
指
揮
ヲ
受
ヶ
其
事
ヲ
輔
翼
ス
」
と
定
め
た
。
警
保
寮
が
全
国
の
警
察
を
直
接
指
揮
す
る
と
い
う
わ
け
で
あ
っ

た
。
実
際
に
警

視、
警
部
が
各
府
県
に
派
遣
さ
れ
た
の
は
一
、
二
の
県
だ
っ
た
と
い
う
が
、

本
県
に
は
明
治
五
年
九
月
大
警
視
以
下
数
名

安
が
派
遣
さ
れ
、
庁
内
に
警
保
出
張
所
が
設
け
ら
れ
た
。
(
『山

梨
県
警
察
史

』)

本
県
警
察
組
織
の
変
遷

山
梨
県
の
立
庁
の
は
じ

め
は
、
「
明
治
元
年
戊
辰
三
月
十
二

日
、
東
海
道
副
総
督
ノ
命
ヲ
承
テ
参
謀
海
江
田
武
次
甲
府

=
至
り
国
事
ラ

代
理
ス
、
是
ヲ
本
県
立
庁
ノ
始
ト
ス
」
(『
山
梨
県
史
』)
と
さ
れ
て
い
る
。
警
察
制
度
と
し
て
は
、
明
治
六
年
(
一
八
七
三
)
藤
村
県
令
に
よ
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っ
て
、
県
下
十
六

ヵ
所
に
逮
部
出
張
所
(
取
締
出
張

所
)
が
設
け
ら
れ
、
翌
明
治
九
年
「
番
人
章
程
」
が
制
定
さ
れ
て
、
組
織
的
な
警
察
制

度
(
番
人
制

度)
が
発
足
し
た
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
が
本
県
警
察
制
度
の
創
始
と
み
な
さ
れ
て
い
る
。

明
治
四
年
に
発
布
さ
れ
た
県
治
条
例
で
は
、
県
の
事
務
は
、
庶

務
、
聴
訟
、
租
税
、
出
納
の
四
課
で
処
理
さ
れ
る
こ
と
と
さ
れ
、
聴
訴

課
が
裁
判
、
検
察
、
警
察
、
監
獄
の
各
事
務
を
す
べ
て
所
掌
す
る
こ
と
に
定
め
ら
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
翌
明
治
五
年
、
府
県
に
裁
判
所

が
設
置
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
同
年
九
月
本
県
に
も
山
梨
裁
判
所
が
設
置
さ
れ
た
。
こ
れ
に
と
も
な
い
、
明
治
六
年
三
月
県
庁
の
機
構

は
、
聴
訴
課
が
廃
さ
れ
て
、

庶
務
、

税
務
、

出
納
の
三

課
に
改
め
ら
れ
、
警
察
・
監
獄
の
事
務
は
庶
務
課
で
担
当
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

こ
の
と
き
庶
務
課
に
取
締
掛
が
設
け
ら
れ
た
が
、

同
年
七
月 の
取
締
掛
に
か
わ
っ
て
監
察
が
お
か
れ
、
さ
ら
に
翌
七
年
四
月
、
監
察
を
廃
し

て
庶
務
課
か
ら
分
離
し
て
警
察
課
が
新
設
さ
れ
、
警
察
掛
が
お
か
れ
た
。
本
県
に
お
い
て
、
警
察
と
い
う
名
称
が
も
ち
い
ら
れ
た
の
は
、

こ
の
と
き
が
最
初
で
あ
る

。

明
治
八
年
(
一
八
七
五
)
十
一
月
太
政
官
達
に
よ
つ
て
「
府
県
職
制
並
事
務
章
程
」
が
発
布
さ
れ
、
府
県
の
事
務
は
、
六
つ
の
課
に
分

け
て
取
り
扱
う
こ
と
が
定
め
ら
れ
、
第
四
課
が
取
り
あ
つ
か
う
こ
と
と
な
り
、
警
察
事
務
は
組
織
の
う
え
で
も
完
全
に
独
立
す
る
こ
と
と

な
っ
た
。
こ
の
第
四
課
は
、
明
治
十
一
年

(
一
八
七
八)

警
保
課
と
い
う
名
称
に
改
め
ら
れ
、
翌
十
二
年
に
は
警
察
本
署
を
設
置
し
て
、

警
保
課
は
監
獄
事
務
と
警
察
本
署
と
に
分
離
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

そ
し
て
、
明
治
十
三
年
に
出
さ
れ
た
内
務
省
通
達
に
よ
り
、
警
保
課
を
廃
し
て
警
察
本
署
を
独
立
の
組
織
と
し
た
。
こ
の
警
察
本
署

は
、
明
治
十
九
年
ま
で
続
い
た
が
、
明
治
二
十
年
(
一
八
八
七
)
警
察
本
部
に
改
め
ら
れ
、
明
治
二
十
三
年
に
は
警
察
部
と
い
う
名
称
に

変
わ
っ
た
。
そ
の
後
、
時
代
の
推
移
と
と
も
に
、
警
察
部
と
そ
の
分
課
組
織
も
改
廃
さ
れ
て
い
る
が
、
本
県
に
お
い
て
は
大
正
六
年
(
一

九
一
七
)
六
月
、

政
治
思
想
の
取
り
締
ま
り
を
担
当
す
る
高
等
警
察
課
が
設
け
ら
れ
、

大
正
十
三

年
(
一
九
二
四
)
に
は
刑
事
課
が
設
置
さ

れ
た
。
こ
の
高
等
警
察
課
は
、
昭
和
三
年
(
一
九
二
八
)
七
月
に
高
等
警
察
課
と
特
別
高
等
警
察
課
と
に
分
け
ら
れ
、
前
者
は
昭
和
十
六
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年
、

後
者
は

第
二

次
世
界
大
戦
の
終

結
し
た
昭
和
二
十
年
ま
で
続
い
た
の
で
あ
る
。

三
第
二

次
大
戦
後
の
警
察

民
主
警
察

昭
和
二
十
年
(
一
九
四
五
)
八
月
十
五
日
の
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
受
諾
に
よ
り
、
わ
が
国
は
「
民
主
化
」
と
い
う
大
変
革
に
む
か
っ
た
の
で

(
あ
る
が
、
警
察
制
度
の
改
革
に
つ
い
て
も
、
強
力
に
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。G H Q

総
司
令
部)
の
案
に
そ
っ
て
決
定
さ
れ
た
警

察
法
案
は
、
昭
和
二

十
二

年
十
二
月
十
七
日
に
公
布
さ
れ
、
翌
二

十
三

年
三
月
六
日
に
施
行
さ
れ
た
。

こ
の
警
察
法
は
、
「
国
民
の
た
め
に
人
間
の
自
由
の
理
想
を
保
障
す
る
日
本
国
憲
法
の
精
神
に
従
う
」
も
の
で
あ
り
「
人
間
の
尊
厳
を

最
高
度
に
確
保
し
、
個
人
の
権
利
と
自
由
を
保
護
す
る
」
こ
と
を
目
的
と
し
て
お
り
、
戦
中
ま
で
の
中
央
集
権
的
国
家
警
察
を
根
本
か
ら

改
め
、
警
察
の
民
主
化
を
促
進
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
国
家
警
察
と
自
治
体
警
察
と
の
二
元
化
、
民
間
人
で
構
成
す
る
公
安
委

6

員
会
に
よ
る
運
営
が
、
そ
の
具
体
化
の
現
れ
で
あ
っ
た
。

3

本
県
で
も
、
警
察
組
織
の
改
革
に
と
も
な
っ
て
機
構
・
制
度
が
改
め
ら
れ
た
。
そ
の
結
果
、
警
察
の
地
方
分
権
化
に
そ
っ
て
自
治
体
警

察
と
国
家
警
察
の
二
つ
に
分
け
ら

れ
、
自
治
体
警
察
と
し
て
、
甲
府
市
・
富
士
吉
田
市
を
は
じ
め
二
十
一
署
、
国
家
地
方
警
察
と
し
、
吉

田
・
大
月
を
は
じ
め
十
三
地
区
署
が
発
足
し
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
こ
の
い
わ
ゆ
る
旧
警
察
法
に
よ
る
自
治
体
警
察
の
制
度
は
、
地
方
間
格
差
に
よ
る
不
合
理
を
生
じ
、
府
県
に
よ
っ
て
は
か

安
え
っ
て
治
安
を
悪
化
さ
せ
る
憂
い
を
生
じ
た
。
そ
こ
で
、
昭
和
二
十
六
年
の
一
部
改
正
(
住
民
投
票
に
よ
る
自
治
警
察
存
廃
の
選
択
制
の
導
入

など
)
を
経
て
、
昭
和
二
十
九
年
(
一
九
五
四
)
六
月
八
日
公
布
、
同
年
七
月
一
日
か
ら
施
行
さ
れ
た
新
警
察
法
に
よ
っ
て
、
自
治
体
警
察

と
国
家
地
方
警
察
と
が
廃
さ
れ
て
、

新
た
に
都
道
府
県
警
察
が
発
足
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

本
県
で
も、

同
年
六
月
三
十
日
「
山
梨
県
警
察
基
本
条
例
」
及
び
関
係
規
則
を
制
定
し
て
、
山
梨
県
警
察
本
部
を
発
足
さ
せ
た
の
で
あ
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る

e。

oそ
の
後
、
時
代
の
移
り
変
わ
り
と
と
も
に
組
織
に
改
変
が
加
え
ら
れ
た
が
、
昭
和
六
十
一
年
四
月
一
日
現
在
の
本
県
警
察
本
部
の
組

織
は
次
の
と

お
り
で
あ
る
。

山
梨

県
警
察
本
部
組
織
表
(
)

内
は
付
置
機
関

部
室

名
課

名

室
一
会
計
課
、
秘
書
課
(
警
察
音
楽
隊
)

部
警
務
課
(
警
察
航
空
隊
)、

教
養
課
、
監
察
課
、
厚
生
課
、
情
報
管
理
課

部
捜
査
第
一
課
(
警
察
照
会
セ
ン
タ
ー
、
機
動
捜
査
隊
)、

捜
査
第
二

課、
鑑
識
課
、

科
学
捜搜
査
研
究
所

防
犯
少
年
課
(
警
察
少
年
対
策
室

) 、
生
活
保
安

課 、
外
勤
課
、

国
体
対
策
課

警
備
第
一
課
、
警
備
第
二
課
、
機
動
隊

部
一
交
通
企
画
課
(
交
通
管
制
セ
ン
タ
ー
)、

交
通
指
導
課
(
交
通
反
則
通
告
セ
ン
タ
ー
)、

運
転
免
許
課
(
試
験
場
)、

交

通
機
動
隊
、

高
速
道
路
交
通
警
察
隊

警
察
署
十
五
署

派
出
所
二
十
六
所

駐
在
所
百
十
四
所

連
絡
所
五
所

第
二

節
駐
在
所
の
沿
革

明
治
初
期
の
警
察
は
、
そ
の
勤
務
の
様
子
か
ら
み
て
警
ら
中
心
主
義
で
あ
り
、
警
察
出
張
所
や
巡
査
屯
所
を
設
置
し
て
、
こ
こ
に
警
察

官
を
配
置
し
、
警
ら
さ
せ
る
方
法
が
と
ら
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
勤
務
制
度
は
、
受
け
持
ち
区
域
の
中
に
遠
い
と
こ
ろ
も
あ

り
、
交
通
手
段
の
発
達
し
て
い
な
か
っ
た
当
時
に
あ
っ
て
は
、
十
分
な
治
安
維
持
が
で
き
な
い
う
ら
み
が
あ
っ
た
。
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明
治
二
十
一
年
(
一
八
八

八)
十
月
、
内
務
省
訓
令
で
「
警
察
官
吏
配
置
及
勤
務
概
則
」
が
公
布
さ

れ、
「
受
持
巡
査
い
其
受
持
区
内
」

駐
在
セ
シ
メ
、
其
宿
所
ヲ
モ
ッ
テ
駐
在
所
ト
ス
」
と
定
め
ら
れ
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
全
国
に
正
式
に
駐
在
所
が
設
け
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

発
足
当
初
の
駐
在
所
は
、
ほ
と
ん
ど
が
民
間
の
建
物
を
借
り
る
か
、
寄
贈
を
受
け
る
か
し
た
も
の
で
あ
り
、
受
け
持
ち
巡
査
が
そ
こ
に
居

住
し
て
駐
在
所
と
し
て
い
た
と
い
う
。

本
県
に
駐
在
所
が
最
初
に
設
け
ら
れ
た
の
は
い
つ
ご
ろ
か
明
確
で
は
な
い
が
、
県
統
計
書
に
よ
れ
ば
、
明
治
二
十
三
年
に
は
す
で
に
百

二
十
カ
所
に
駐
在
所
が
あ
っ
た
。
そ
の
後
駐
在
所
は
、
市
町
村
行
政
区
画
の
再
編
整
備
や
、

地
域
の
発
展
の
状
況
に
応
じ
て
増
設
改
廃
が

行
わ
れ
、
お
お
む
ね
一
村
一
駐
在
所
が
各
役
場
の
所
在
地
に
お
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

ま
た
、
明
治
三
十
一
年
(
一
九
五
六
)
に
は
、

都
市
部
に
は
巡
査
派
出
所
、
郡
部
に
は
巡
査
駐

在
所
を
お
く
と
い
う
定
め
が
行
わ
れ
た
。

303
巡
査
駐
在
所
は
、

昭
和
四
十
四
年
四
月
一
日
か
ら

「
警
察
官
駐
在
所
」
に
改
め
ら
れ
て
現
在

に
い
た
っ
て
い
る
。

一
鳴
沢
村
警
察
官
駐
在
所

『
山
梨
県
警
察
史
』

に
よ
る
と
、

本
村
の
駐
在
所
は
、

市
町
村
制
が
施
行
さ
れ
た
明
治
二

十

二
年
七
月
一
日
に
、

役
場
所
在
地
で
あ
っ
た
大
田
和
地
区
に

設
置
さ
れ
た
の
が
は
じ
ま
り
で
あ

山
梨
県

登
録
集
中

る
。明
治
四
十
三

年
林
野
警
察
制
度
が
発
足
し
た
翌
四
十
四
年
か
ら
、

本
村
に
は
林
野
駐
在
所
が

お
か
れ
た
こ
と
に
よ
り
、

一
般
の
治
安
と
林
野
と
を
兼
務
す
る
形
と
な
り
、

昭
和
二

十
一
年
の

林
野
警
察
廃
止
ま
で
こ
の
形
が
続
い
た
。



昭
和
四
十
四
年
四
月
か
ら
、
巡
査
駐
在
所
が
警
察
官
出
張
所
と

改
め
ら て

れ
た
こ
と
は
前
述
の
と
お
り
で
あ
る
が
、

本
村
の
駐
在
所
が
、

鳴
沢
村
三
七
五
九
‒
一
番
地
に
移
さ
れ
た
の
は
、
昭
和
五
十
年
三
月
二
十
五
日
で
あ
っ
た
。

国
道
一
三
九
号
線
の
整
備
に
よ
る
交
通
車
両
の
増

加、
富
士
山
麓
の
恵
ま
れ
た
自
然
条
件
と
あ
わ
せ
た
ゴ
ル
フ
場
、

民
宿
、
ス
キ
ー
場

な
ど
へ
の
行
楽
客
の
増
加
等
、
本
村
の
発
展
と
と
も
に
警
察
官
駐
在
所
の
役
割
も
大
き
く
な
っ
て
き
て
い
る
。

二
林
野
警
察

山
林
が
県
土
に
占
め
る
割
合
の
多
い
本
県
に
と
っ
て
、
森
林
の
維
持
保
全
は
、
古
今
を
通
じ
て
の
重
要
課
題
の
一
つ
で
あ
っ
た
。
し
か

し
、
明
治
維
新
後
の
森
林
の
荒
廃
は
い
ち
じ
る
し
く
、
ひ
ん
ぱ
ん
に
発
生
す
る
水
害
に
加
え
、
山
林
の
盗
伐
・
放
火
・
失
火
が
多
発
し
、

明
治
三
十
年
(
一
八
九
七
)
に
森
林
法
が
発
布
さ
れ
た
が
、
こ
の
よ
う
な
悪
い
状
態
は
改
ま
ら
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
県
は
、
森
林
に
関
す

る
諸
法
規
の
県
民
へ
の
徹
底
と
、
現
地
で
の
取
り
締
ま
り
の
強
化
を
目
的
と
し
て
、
全
国
に
例
の
な
い
林
野
警
察
制
度
の
設
置
に
ふ
み
き

40
っ
た
の
で
あ
る
。

3

「
林
野
ノ
荒
廃
シ
タ
ル
コ
ト
空
前
ニ
シ
テ
其
状
四
囲
ノ
山
岳
何
レ
モ
荒
涼
ト
シ
テ

一
ノ
林
影
サ
エ
瞥
見
ス
ル
ヲ
得
ズ
」
と
林
野
警
察
設

置
の
冒
頭
に
記
述
す
る
ほ
ど
で
あ
っ
た
。
(
『
山
梨
県
警
察
史

』)

明
治
四
十
三
年
(
一
九
一
〇
)
四
月
、
県
警
察
部
に
林
野
警
察
課
を
お
き
、
課
長
一
、
課
僚
警
部
一
、
巡
査
部
長
四
名
を
お
き
、
林
野

警
察
巡
査
三
十
五
名
を
一
名
な
い
し
三
名
あ
て
各
警
察
署
に
配
置
し
た
。
翌
四
十
四
年
三

月
、

皇
室
御
料
林
約
二
十
九
万
八
千
ヘ
ク
タ
ー

ル
が
本
県
に
御
下
賜
さ
れ
た
た
め
、
森
林
の
保
護
監
視
を
強
化
す
る
必
要
か
ら
、
林
野
警
察
巡
査
の
定
員
を
七
十
名
に
増
員
し
た
。

林
野
巡
査
は
、
本
署
を
拠
点
と
し
各
地
に
お
い
た
駐
在
所
に
お
い
て
勤
務
し
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の

任
務
は
次
の
と
お
り
で
あ
っ
た
。

○
保
安
林
の
取
締

〇
開
墾
制
限
地
の
取
締

〇
公

有
林
社
寺
有
林
の
取
締
〇
森
林
原
野
の
火
入
取
締

〇
放
牧
の
取
締

〇
林
産

物
の
取
締
○
許
可
作
業
の
取
締

〇
林
野
に
お
け
る
火
災
予
防
・
消
防
お
よ
び
森
林
害
虫
ま
た
は
害
獣
の
予
防
・
駆
除
、
そ
の
他
森
林
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原
野
の
危
害
予
防
に
関
す
る
取
締
〇
砂
防
設
備
区
域
の
取
締

〇
河
川
の
取
締

こ
の
林
野
警
察
は
、
大
正
十
三
年
(
一
九
二
四
)
に
林
野
警
察
課
が
廃
止
さ
れ
て
、
そ
の
事
務
が
保
安
課
に
移
さ
れ
た
が
、
第
一
線
の

林
野
駐
在
の
制
度
は
そ
の
ま
ま
残
さ
れ
た
。
そ
の
後
林
野
巡
査
の
定
員
は
し
だ
い
に
縮
少
さ
れ
、
昭
和
二
十
一
年
(
一
九
四
六
)
の
警
察

部
の
機
構
改
華
に
と
も
な
っ
て
廃
止
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
本
村
に
林
野
警
察
の
巡
査
出
張
所
が
お
か
れ
た
の
は
、
後
述
の
告
示
の
よ
う
に

明
治
四
十
四
年
四
月
で
あ
る
。

土
地
の
人
の
話
す
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
最
初
は
現
在
大
田
和
公
民
館
の
西
側
で
、
小
林
貞
夫
氏
の
工
場
に
な
っ
て
い
る
所
に
出
張
所
が

置
か
れ
て
お
り
、
つ
い
で
小
林
昭
慶
氏
の
土
地
に
移
さ
れ
、
さ
ら
に
移
動
し
て
、
林
野
警
察が

廃
止
さ
れ
る
ま
で
、
恩
賜
林
組
合
役
場
前

の
渡
辺
正
孝
氏
の
敷
地
内
に
置
か
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
、
サ
ー
ベ
ル
(
佩
刀
)
を
下
げ
た
巡
査
が
お
り
、
土
地
の
人

は
通
称
“
り
ん
や
"
と
呼
ん
で
い
た
そ
う
で
あ
る
。
『
山
梨
県
警
察
史
』
に
よ
れ
ば
、
林
野
巡
査
は
、
一
般
巡
査
の
中
で
も
身
体
が
強
健

で
実
務
一
年
以
上
の
者
を
選
抜
し
、
周
囲
の
人
か
ら
は
“
林
野
の
旦

那
"
と
あ
る
い
は
“
山
の
駐
在
さ
ん

"
と
呼
ば
れ
て
い
た
と
い
う
。

林
野
警
察
の
設
置
に
関
す
る
告
示
か
ら
、
本
村
に
か
か
わ
る
部
分
を
抜
粋
し
て
み
る
。

・
〇
明
治
四
十
四
年
四
月
十
三
日
告
示
一
二
九
号

受
持
区
域

南
都
留
郡
鳴
沢
村

西
八
代
郡

上
九
一
色
村
ノ

吉
田
分
署

内
字
精
進
、

本
栖

名
称

鳴
沢
林
野
警
察
巡
査
出
張
所

○
昭
和
十
六
年
四
月
一
日
山
梨
県
告
示
第
二
〇
七
号

位
置

南
都
留
部
鳴
沢
村

吉
田
警
察

署

○

吉 大

田 正

警 八

察 年
四署

月
一
日
告
示
第
八
六
号

派駐
在
出
所
別 所

林
野

名
称

鳴
沢
林
野
警
察
巡
査
出
張
所

数

位
置

南
都
留
郡
鳴
沢
村

名
称

吉
田
・
鳴
沢
・
精
進

昭
和
十
六
年
に
は
、
吉
田
警
察
署
管
内
で
は
、
吉
田
・
鳴
沢
・
精
進
の
三
カ
所
に
林
野
警
察
の
巡
査
駐
在
所
が
置
か
れ
て
い
た
わ
け
で



- 366-

あ
る
。

第
三
節

警
察
協
力
団
体

地
域
ぐ
る
み
で
の
犯
罪
め 防
止
や
交
通
事
故
防
止
へ
の
取
り
組
み
の
必
要
性
が
高
ま
り
、
警
察
と
民
間
と
が
一
体
と
な
っ
た
地
域
の
治
安

維
持
の
た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
警
察
協
力
団
体
が
結
成
さ
れ
て
い
る
。
富
士
吉
田
署
管
内
で
結
成
さ
れ
て
い
る
団
体
を
列
挙
す
る
と
、
次
の

と
お
り
で
あ
る
。( (

)
は
設
立
年
月
日
)

○
山
梨
県
防
犯
協
会
富
士
吉
田
支
部
(
昭
和
五
十
四
・
五
・
八
)

犯
罪
の
な
い
社
会
を
つ
く
る
こ
と
を
理
想
と
し
て
、
住
民
の
防
犯
思
想
を
高
揚
し
、
そ
の
自
主
活
動
に
よ
っ
て
各
種
の
犯
罪
を
防
止
す

る
と
と
も
に
、

非
常
事
態
が
発
生
し
た
際
に
は
、

警
察
機
関
に
協
力
し
、

民
警
一
体
と
な
っ
て
、

管
内
の
治
安
確
保
を
期
す
る
。

○
富
士
吉
田
防
犯
協
会
婦
人
部
(
昭
和
五
十
二
・
十
二
・
十
二
)

婦
人
の
立
場
か
ら
、
前
記
同
様
の
趣
旨
で
結
成
さ
れ
て
い
る
。

○
富
士
吉
田
交
通
安
全
協
会
(
昭
和
三
十
八
)

交
通
安
全
思
想
の
高
揚
と
交
通
事
故
の
防
止
に
つ
と

め
、

交
通
安
全
活
動
を
推
進
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
、

交
通
関
係
団

体
、

自
動
車

の
保
有
者
等
で

構
成
し
て
い
る
。

○
富
士
吉
田
安
全
運
転
管
理
者
協
議
会
(
昭
和
四
十
四
)

自
動
車
を
使
用
し
て
い
る
事
業
所
な
ど
で
は
、
五
台
以
上
の
自
動
車
を
使
用
し
て
い
る
場
合
(
乗
車
定
員
十
一
人
以
上
の
自
動
車
で
は
一
台

)

に
、

安
全
運
転
管
理
者
を
置
く
こ
と

」が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
管
理
者
は
、
自
動
車
の
安
全
運
転
管
理
に
必
要
な
事
務
を
遂
行
す
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る
た
め
の
調
査
、
研
究
お
よ
び
交
通
安
全
思
想
の
啓
発
を
行
い
、

交
通
事
故
防
止
に
つ
と
め
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。
自
動
車
を
保
有
す

る
事
業
所
で
、

道
路
交
通
法
第
七
十
四
条
の
二
の
規
定
に
よ
り
県
公
安
委
員
会
に
届
け
出
た
安
全
運
転
管
理
者
で
組
織
し
て
い
る
。

○
富
士
吉
田
地
区
防
犯
連
絡
所
協
会
(
昭
和
四
十
六
・
二
)

防
犯
連
絡
所
を
通
じ
て
、

地
域
住
民
と
警
察
と
が
密
接
な
意
思
の
疎
通
を
は
か
り
、

相
互
の
理
解
と
協
力
の
も
と
に
地
域
に
適
合
し
た

警
察
行
政
を
推
進
し
、
犯
罪
や
事
故
の
な
い
地
域
づ
く
り
を
目
的
と
し
て
い
る
。
管
内
の
防
犯
連
絡
所
で
組
織
し
て
い
る
。

〇
富
士
吉
田
森
林
防
犯
協
議
会
(
昭
和
二
十
八
・
四
・
一
)

森
林
関
係
官
公
署
、
団
体
相
互
に
緊
密
な
連
携
の
も
と
に
、

森
林
犯
罪
の
予
防
取
り
締
ま
り
の
徹
底
を
期
し
、

林
野
火
災
の
予
防
、

森

林
の
愛
護
育
成
に
つ
と

め
、
国
土
保
全
と
森
林
資
源
の
維
持
を
は
か
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
管
内
の
恩
賜
林
保
護
組

合、
木
材
林

産
物
協
同
組
合
、

森
林
組

合、
木
材
業
者
等
で
構
成
し
て
い
る
。

○
富
士
吉
田
署
地
区
銃
砲
保
安
協
会
(
昭
和
五
十
三
・
四
・

五
)

猟
銃
な
ど
の
使
用
に
か
か
る
事
故
防
止
、

保
安
の
万
全
を
期
す
る
と
と
も
に
、
会
員
相
互
の
親
睦
を
は
か
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

る
。

猟
銃
、

空
気
銃
を
所
持
し
て
い
る
者
で
組
織
し
て
い
る
。

〇
富
士
吉
田
地
区
金
融
機
関
防
犯
協
議
会
(
昭
和
三
十
九
・
十
二
・
十
四
)

金
融
機
関
に
お
け
る
犯
罪
を
防
止
す
る
た
め
、
金
融
機
関
や
そ
の
利
用
者
の
防
犯
意
識
を
高
め
、

自
衛
体
制
を
確
立
す
る
こ
と
を
目
的

安
と
し
て
い
る
。
管
内
の
銀
行
、

農
協
、
郵
便

局、
信
用
組
合
等
が
構
成
員
と
な
っ
て
い
る
。

○
富
士
吉
田
署
管
内
少
年
補
導
員
連
絡
協
議
会

(
昭
和
四
二
・
十
一
・
一
)

少
年
補
導
員
相
互
の
緊
密
な
連
携
と
知
識
技
術
の
交

流、
研
修
の
推
進
を
は
か
り
、
地
域
に
お
け
る
少
年
非
行
の
防
止
活
動
を
効
果
的

に
す
す
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
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○
富
士
五
湖
観
光
防
犯
協
会

(
昭
和
五
十
・
八
・
八
)

犯
罪
と
事
故
の
な
い
、
健
全
で
楽
し
い
観
光
地
富
士
五
湖
と
す
る
た
め
、

防
犯
と
事
故
防
止
活
動
を
展
開
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

る
。

管
内
の
観
光
業
者
で

組
織
し
て
い
る
。

○
山
梨
県
山
岳
遭
難
救
助
対
策
富
士
吉
田
支
部
(
昭
和
三
十
九
・
四
・
一
)

山
梨
県
遭
難
対
策
実
施
要
綱
に
基
づ
き
、

富
士
吉
田
署
管
内
に
お
け
る
関
係
機
関
が
協
力
し
て
、
山
岳
遭
難
事
故
を
未
然
に
防
止
し
、

事
故
が
発
生
し
た
際
は
、

連
絡
、

救
護
お
よ
び
捜
索
等
の
救
助
活
動
を
迅
速
的
確
に
行
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

管
内
市
町
村
長
、

県
議
会
議
員
、
吉
田
林
務
事
務
所
長
、

御
坂
山
岳
会
、
吉

田、
鳴
沢
恩
賜
林
保
護
組
合
等
で
構
成
し
い
る
。

○
富
士
吉
田
警
察
官
友
の
会
(
昭
和
五
十
六
・
四
・

一 )

富
士
吉
田
警
察
署
に
勤
務
す
る
警
察
官
お
よ
び
一
般
職
員
の
友
と
な
っ
て
、
こ
れ
を
支
援
激
励
し
、

民
主
警
察
の
推
進
、

警
察
の
運
営

改
善
、
警
察
広
報
活
動
等
に
協
力
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
会
の
趣
旨
に
賛
同
す
る
者
は
会
員
と
な
る
こ
と
が
で
き
る
。
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